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令和４年度

決算
令和４年度の主な事業内容 令和４年度一般会計の決算について、皆さんから納めていただいた税金や、

国・県からの補助金や交付金などがどのように使われたのか、解説します。
※各項目の金額などは、四捨五入により、内訳の計と合計が一致しない場合があります。

問 財政課　財政係　☎（232）2130
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町の貯金と借金（一般会計）

貯 金（基金残高）
56億5,306万円
町民一人当たり
12万9,441円

借 金（町債残高）
174億1,655万円
町民一人当たり
39万8,794円

町民一人当たりに換算した歳入
49万4,116円 ※歳入を令和５年３月31日現在の人口で割ったもの

※人口については、令和５年３月31日現在の人口（43,673人）で計算しています。

特別会計
一般会計のほか、５つの特別会計の決算につ
いては、次のとおりです。

土地取得特別会計 歳入 1億8,193万円
歳出 1億8,154万円

工業団地造成事業
特別会計

歳入 1億303万円
歳出 1億303万円

国民健康保険
特別会計

歳入 33億6,884万円
歳出 32億9,634万円

介護保険特別会計 歳入 27億7,167万円
歳出 26億8,502万円

後期高齢者医療
特別会計

歳入 ５億1,429万円
歳出 ４億9,665万円

一般会計で町民一人当たりに使われたお金（歳出）
47万866円
民生費

167,108円

公債費
36,000円

農林水産業費
11,467円

土木費
86,613円

衛生費
34,038円

議会費
2,778円

総務費
65,494円

商工費
13,726円

その他
249円

教育費
41,154円

消防費
12,239円

民生費
72億9,813万円

35.5%

民生費
72億9,813万円

35.5%
教育費

17億9,733万円
8.7%

教育費
17億9,733万円

8.7%

衛生費
14億8,654万円

7.2%

衛生費
14億8,654万円

7.2%

総務費
28億6,032万円

13.9%

総務費
28億6,032万円

13.9%

総務費
28億6,032万円

13.9%
土木費

37億8,267万円
18.4%

土木費
37億8,267万円

18.4%

農林水産業費
5億81万円 2.4%

消防費
5億3,453万円 2.6%
消防費
5億3,453万円 2.6%

公債費
15億7,223万円

7.7%

公債費
15億7,223万円

7.7%

商工費
5億9,946万円
2.9%

その他
1,087万円 0.1%

議会費
1億2,134万円 0.6%

一般会計

歳出 205億6,423万円
（前年度比 8億1,858万円増）

□民生費
◦社会福祉、老人福祉、障がい者福祉、児童福祉、児
童手当、ひとり親家庭・寡婦対策、保育所（私立を含
む）の運営など� 62億281万円
◦国民健康保険特別会計への繰出金� 2億6,010万円
◦介護保険特別会計への繰出金� 3億9,699万円
◦後期高齢者医療広域連合への負担金、後期高齢者医
療特別会計への繰出金� 4億3,823万円

□土木費
◦道路新設改良事業、町道・公園・町営住宅の維持管
理など� 34億789万円
◦土地区画整理事業� 1億4,325万円
◦公共下水道事業分（繰出金）� 2億3,153万円
□総務費
◦各地区施設（放送施設など）の整備、交通安全対策、
防犯灯の設置、町内巡回バスの運行、電算システム
の運用など� 25億1,026万円

□教育費
◦各小中学校の運営費、幼児教育など�12億7,943万円
◦図書館や生涯学習施設の運営、文化振興、人権教育・
啓発の推進など� 2億8,122万円

◦武蔵ケ丘北小学校増築関係費� 2億790万円
◦社会体育関係� 2,878万円
□衛生費
◦子ども医療費助成、予防接種、健康相談、集団検診、
清掃費など� 12億7,132万円
◦菊池環境保全組合負担金（ごみ処理分）
� 1億9,959万円
◦ワクチン接種体制確保事業� 2億771万円
□商工費
◦商工・観光振興など� 4億5,785万円
◦企業誘致関係費� 1億4,161万円
◦菊陽町プレミアム付振興券事業� 3億2,912万円
□消防費
◦菊池広域連合への負担金� 4億3,774万円
◦消防団活動、各地区消防施設の整備など� 9,679万円
□農林水産業費
◦農業振興、農道・水路の整備など� 4億5,341万円
◦菊陽町総合交流ターミナル施設さんふれあ関係
� 2,876万円
◦農業集落排水事業分（繰出金）� 1,864万円

一般会計

歳入 215億7,953万円
（前年度比 7億7,863万円増）

町税
76億9,016万円

35.6%

町税
76億9,016万円

35.6%

地方譲与税
1億9,886万円 0.9%地方交付税

5億5,618万円 2.6%

地方消費税交付金
10億7,250万円
5.0%

国庫支出金
51億8,407万円

24.0%

町債
22億2,540万円

10.3%

その他（依存財源）
2億5,321万円 1.2%

その他（自主財源）
3億4,638万円 1.6%

繰入金　
6億1,666万円

2.9%

繰入金　
6億1,666万円

2.9%

繰入金　
6億1,666万円

2.9%

繰越金　
10億5,526万円

4.9%

繰越金　
10億5,526万円

4.9%

繰越金　
10億5,526万円

4.9%

使用料・手数料
1億7,556万円 0.8%

分担金・負担金
1億8,001万円 0.8%

諸収入
3億4,636万円 1.6%

自主財源
104億1,039万円

48.2%

自主財源
104億1,039万円

48.2%

自主財源
104億1,039万円

48.2%依存財源
111億6,914万円

51.8%

依存財源
111億6,914万円

51.8%

依存財源
111億6,914万円

51.8%

県支出金
16億7,892万円

7.8%

県支出金
16億7,892万円

7.8%

県支出金
16億7,892万円

7.8%

町の財政は健全な状態です
　令和４年度決算に基づく「健全化判断比率」と「資金不足比率」
を算定しました。
　これは、これらの比率から地方公共団体の財政状況悪化の様子
を捉え、早いうちから健全化を図ることを目的としたものです。
　本町は全ての指標で早期健全化基準を下回っており、財政は
比較的健全な状況です。
※健全化判断比率…財政の早期健全化や財政再生の必要性を判断するための比率
※資金不足比率…公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する割合

健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

① 実質赤字比率 黒字のためなし 13.42% 20.00%

② 連結実質赤字比率 黒字のためなし 18.42% 30.00%

③ 実質公債費比率 5.9% 25.0% 35.0%

④ 将来負担比率 20.1% 350.0%

資金不足比率 経営健全化基準

① 下水道事業会計 黒字のためなし 20.00%

② 工業団地造成事業特別会計 黒字のためなし 20.00%

令和４年度　決算審査
　町監査委員からは、入札事務の処理と事業の執行計画などに対し「検討・見直しを行い、適切な改善を図っ
ていただきたい」との意見がありました。その上で、「一般・特別会計の予算執行に関する総括的意見として、
財政運営は適正に運営されていると認識している」「財政構造、財政指数については、多少数値に増減はある
ものの、過去の数値推移から問題はないと判断した」との意見がありました。

下水道事業 問 下水道課　業務係　☎（232）2164

　町の下水道の普及率は令和４年度末で99.7％になり、県内でも高い普及率となっています。しかし、経年劣化
している汚水管もありますので、今後は、下水道施設の適切な維持や効率的な更新に重点を置き、安定的な事業運
営に取り組んでまいります。

収益的収支
下水道を維持するための経費とその財源
収入 13億5,091万2千円
支出 12億2,679万4千円
純利益 1億2,411万8千円

資本的収支
下水道施設を整備・拡充するための経費とその財源
収入 24億9,147万8千円
支出 28億6,406万円
不足額 3億7,258万1千円

※不足額は損益勘定
留保資金などで補

ほ

填
てん
しました。


